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徴特

1.『 トバモン』の主成分は トバモライ ト(5CaO・ 6Si02・ 5H20:ケイ酸

カルシウム水和物)です。 トバモライ トは、ケイ石と生石灰と水
とを水熱合成反応させることによって得られる多孔質の結晶で、

次の三つの効果があります。

{1)多孔質効果 :①保肥力の増加、②保水性・排水性・通気性の改善、

③有用微生物の増殖効果、④悪臭の除去効果など。

(2)ケイ酸効果 :①イネ科(水稲・麦類・芝・トウモロコシ・牧草など)、

果樹(リ ンゴ・サクランボ・ブドウ・ナシ・カキ・モモ・ミカンなど)、

ウリ科(スイカ・キュウリ・メロン・カンピョウなど)のケイ酸吸

収作物へのケイ酸供給、②トマト・イチゴなどのケイ酸欠乏対策、

③ケイ化細胞の増殖による病気抵抗性の増大、④りん酸の活性

持続など。

(3)石灰効果 :①畑作物は石灰を多量に吸収するものが多い、②酸

性土壌の改良、有機酸の中和、③ペクチン質と結合して細胞膜

生成と強化に関与、④タンパク質の合成に関与、⑤根の発育を

促進するなど。
『トバモライト』中のケイ酸分は非常に溶け易い形になっている

ため上述の効果が容易に現れます。

2.トバモンは堆肥化促進材として極めて有効です。

3.土壌の水分調整材としての効果があります。

1施1用1法

・従来のケイ酸質肥料の半分で済むので作業が楽になります。また、

水稲用に使用した時のケイ酸利用率は堆肥や稲ワラより2～ 7倍

も高いことが知られています。
・施用時期は農作物の休耕期が最適です。
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